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https://www.ifla.org/



IFLA（イフラ）とは

国際図書館連盟
独立した国際的な非政府の非営利組織

図書館情報サービスとその利用者の利益を代表する
主要な国際機関

1927年エジンバラ(スコットランド)で設立
会員：世界140か国以上 1,400人以上
本部：ハーグ(オランダ)

王立図書館（オランダ国立図書館）



IFLA（イフラ）の目的

•図書館および情報サービスの高水準
の提供を促進する

•優れた図書館および情報サービスの
価値についての幅広い理解を促す

•世界中の会員の利益を代表する



IFLA（イフラ）と
持続可能な開発のための国連2030アジェンダ

持続可能な開発のための国連2030アジェンダ

17の持続可能な開発目標（SDGs）

“図書館は目標を達成するための重要な機関”

「世界の人口の半分はオンラインで情報にアクセスできません。
知識社会では、図書館はすべての人にアクセスと機会を提供して
います。」（情報と開発へのアクセスに関するリヨン宣言）



IFLA（イフラ）と国連防災局（UNISDR）
「SENDAI Framework」2015-2030

新たな防災と既存の防災のための行動の原則
と優先事項において，
図書館は文化遺産を保護すると共に，
二次的な救急サービス提供や健康知識ネット
ワークのノード(接点，中心点)
である。
HYOGO Framework for Action 2005-2015



IFLA
患者図書館ガイドライン
2000

日本図書館協会障害者サービス
委員会 (翻訳)
国際図書館連盟ディスアドバン
ティジド・パーソンズ

図書館分科会作業部会
日本図書館協会



読みやすい図書のための
IFLA指針（ガイドライン）
改訂版

• 国際図書館連盟特別なニーズのある
人々に対する図書館サービス分科会
野村美佐子［ほか］編
日本図書館協会障害者サービス委員会
監訳
日本障害者リハビリテーション協会訳
B5判 59p 2012年6月発行
ISBN978-4-8204-1205-2



IFLA乳幼児への図書館
サービスガイドライン

• 著者・編者：国際図書館連盟児童・ヤン
グアダルト図書館分科会編 日本図書館
協会児童青少年委員会訳

• 発行：日本図書館協会

• 発行年：2009.06

• 判型：A5判

• 頁数：42p

• ISBN：978-4-8204-0901-4

• 本体価格：666円
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IFLA（イフラ）の50セクション



IFLA HBSの目的と活動

・生物科学図書館と健康科学図書館の間の協力の

促進や関連する新しい技術の開発と適用の促進

・消費者へのヘルスケア情報のより良い提供の

ための手段の検討

・生物学および医学科学図書館の国内および

国際図書館協会間の協力活動の促進

・世界保健機関(WHO)および他の

関連国際機関との協力の促進



IFLA HBSの目的と活動
・Evidence for Global and Disaster 
Health (E4GDH) Special Interest 
Groupへの協力

E4GDHは、災害への備えやリスク軽減
など、グローバルな災害に関する情報
の照合組織化、評価、展開において、
図書館員とそのサービスが強化され

極めて重要な役割を果たす可能性



IFLA HBSの目的と活動
Webinarウェビナー(オンライン講習）実施

例：E4GDHウェビナー(無料Web会議システムZoomを使用）

「壊滅的な洪水後の公立図書館員の健
康情報サービスとコミュニティメン
バーの情報ニーズの調査」
災害時には、人々は適切な行動をとるために正確な情報と明確で具
体的な指示にアクセスする必要があります。図書館（特に公共図書
館）は、保健、消防、警察の各部門に加えて、困難な時期にコミュ
ニティのアウトリーチセンターであり、信頼できる情報源です。



IFLA2018
年次大会

＠クアラルンプール
(マレーシア）

HBSミーティングに
ゲスト参加

メンバーと共に



IFLAメンバー活動

•Standing Member

•Corresponding Member

連絡委員



HBSのオン
ライン会議

無料オンラ
イン会議
システム
Zoom使用



HBS Action Plan 
2019-2020

•2020年ヘルスリテラ
シー関連書籍の出版

•ウェビナー開催など
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第52回国際図書館連盟
東京大会 記念切手

1986年８月24日~29日
会場：国立劇場

青山学院大学
日本青年館

勝川春章「風俗十二月図」



2013年IFLA・世界図書館情報
会議（WLIC）年次大会
＠シンガポール

福島県立図書館
鈴木史穂さん
ベストポスター賞受賞!!
「The Librarians of  

Fukushima」

震災直後/震災から１か月/
震災後約１か月～１年/現在

福島県立図書館Facebookより



IFLA2018 マレーシア大会
ライブラリーファッション分科会

服装はあなたの一枚目

の名刺です！

（ALA会長）



IFLA2018マレーシア大会ポスター会場



IFLA2018マレーシア大会
マハティール首相ビデオメッセージ

ライブラリーツアー(イスラム図書館）



IFLA2018マレーシア大会 見学ツアー
病院図書室・医科大学図書館



IFLA年次大会
日本図書館協会
日本コーカス・ミーティング
＆見学会
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Memberになるきっかけ
病院図書室10年計画2010年～2020年

図書室司書の認知

業務量調査と

役割の見直し

スマートライブラ

リー実現

地域医療支援

EBMセミナー

医療者研究支援

地域医療貢献

次世代への引継ぎ

第1フェーズ →第2フェーズ →第3フェーズ
2010-2014 →2015-2018 → 2019-2020

個人の目標 （JMLA「専門職能力開発プログラム」）
http://plaza.umin.ac.jp/~jmla/pro/senmon.pdf

JHIP上級取得 →大学院(修士)→ 研究・発表・英語論文
＠MLA,IFLA etc.



海外の学会に参加・発表すると
いうこと
私的経験談

• 参加費の課題

助成の活用

⇒研究発表はマスト！！

ワンデーチケット

・会員割引(JLA－IFLA、MLA-JMLA）

・学生割引（IFLA) 放送大学

・英語の壁？ ⇒データベース，翻訳会社の活用

この写真 の作成者 不明な作成者 は CC BY のライセンスを許諾されています

https://www.flickr.com/photos/hermitianta/5621430314/
https://creativecommons.org/licenses/by/3.0/


NEJM編集者のメッセージ
•「共有すべきもの」の重要性をどうか過小
評価なさらないでください。世界はあなた
の話を聞く必要があり、聞きたいと思って
いるのです！
•英語を流暢に話す自信がないからと、国際
学会での発表を断念しないでください。
•世界の同僚たちは、あなたの英語ではなく、
あなたのアイデアが聞きたいのです。

（出典：McMahon, 私の論文が『NEJM』に載った時の話. 
南江堂,2015. https://www.nejm.jp/stories/）

https://www.nejm.jp/stories/


IFLA年次大会

•年1回 7-8月に開催

•2021 年：8/19-26 ロッテルダム（オランダ）

2021年：第 13 回医学図書館員会議（ICML）

プレトリア(南アフリカ)

•2020 年：8/15-21 ダブリン（アイルランド）

•2019 年：8/24-30 アテネ(ギリシャ) 

•2018 年：クアラルンプール(マレーシア) 

•2017 年：ブロツワフ（ポーランド）



さまざまな国際会議

• MLA:Medical Library Association(米国医学図書館協会）
2020年5月：ポートランド（オレゴン）
2021年5月：ワシントンDC
2022年5月：ニューオリンズ

・ALA:American Library Association
2020年1月24-28日 Midwinter Meeting：フィラデルフィア

6月25-30日 年次大会：シカゴ
2021年1月22-26日 Midwinter Meeting：インディアナポリス

6月24-29日 年次大会：シカゴ



Enjoy! IFLA



質疑応答（発表後追加資料2019/9/1）
Q)日本でIFLA年次大会が開催されるとしたら、我々が準備しておくべき
ことは？

A)東日本大震災のため実現しなかったが、かつて日本で開催の動きがあり
ました。特にアジアでは勢いのある国が多く、相対的に日本から海外への
発信はとても少なく、存在感が希薄だと感じる。だが、海外の大会に参加
すると、日本の図書館や医療の情報を知りたいという熱い思いを強く感じ
ます。
MLAに比べ、IFLAは非英語圏の参加者の方が多いので、「伝えたいこと
をわかりやすい英語で準備する」ことを心掛けています。
先ほど紹介したNEJM編集者の言葉に「完璧を求めすぎない」というアド
バイスがあります。完璧を求めるあまりスピードが落ちるより、まずはさ
さやかなことでも、英語で発信することから始めてはどうでしょうか。
やはり、英語で発信しないと世界には伝わらないので。



質疑応答（発表後追加資料2019/9/1）
Q) 英語をブラッシュアップするために心掛けていることは？

A)英語はあまり得意ではないので、日々勉強中です。

JMLAヘルスサイエンス情報専門員（中・上級）の認定にTOEICなど英語の

スコアが必須になったことと、知り合った世界の方とコミュニケーション

をとりたいという願いがモチベ―ションになっています。

（追加情報）具体的な勉強法は、放送大学の学生なので、全国の学習センター
で開催される土日開催のスクーリング授業を受講しています。

英語の発音、発音、英語プレゼンテーション、科学英語などの科目が

充実しています。さらに、MEDLINE with Full Text（EBSCO)の

英語論文の音声読み上げ機能を使い、声に出すシャドウイングをしています。


